
乱読する毎日

―

（ 年 月
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年 月）

は し が き

金 丸 裕 一

年度後期において担

しぶりにびわこ・くさつキ

目は，主な目的が学生たち

史を知ってもらうことにあ

に，隣人たちにとっての「

ての，あるいは健全なる社

当した学部専門科目「東アジ

ャンパスにおいて開講した大

に東アジアの隣人たちのここ

る。換言すれば， 世紀のわ

常識」について理解してもら

会人・市民としての「良識」

ア社会経済史」は，久

講義であった。この科

年くらいの間の歴

が国を背負うあなた方

い，今後の経済人とし

と「寛容」なるこころ

を育成して欲しいという願

わたくしは常々，「自分」

が，これからの世の中に多

国際間の諸問題も，いずれ

かなり楽観的な，あるいは

に出向している４年間

いに基づいて進められた試み

だけでなく「他分」に対す

く出現して来たならば，なに

は解消する方向に向かうので

性善説的な世界観である。し

，日本の若者たちがあまり

であった。

る気配りが可能な人間

かとギクシャクとする

はないかと考えていた。

かし，別府温泉山中の

にわが祖国・民族の歴

史について知らないことに

中国の，韓国人も韓国の，

知なのであった。

たしかに，若い人々にと

いえなくもないが，ここ

驚いた。何もこれは日本人ば

台湾人も台湾の「近代」につ

っては自らが出生する前の，

年や 年の間に発生した事

かりでない。中国人も

いて，あきれる程に無

「遠い昔」の出来事と

どもは，なんやかんや

（ ）



言うても「現代」

いる何らかの現象

らえる力量は，決

立命館経済学（ 巻特

を形成するたいせつな土台と

に対する表面的観察だけでは

して身に付かないのではない

別号６）

なっているのだ。いま進行し

，社会を構造的かつ動態的に

かと危惧した次第であった。

て

と

ま

してや「国際化」

下を理解せずして

このような経緯

草」として，個人

な講義内容をプリ

な輩は，古今東西

りかえり，資料は

が念仏のように唱えられる時

，「他分」への理解もへった

があり， 年度の講義で

的な読書と研究活動の記録を

ント配布してしまうと，それ

どこにでも存在している。か

なるべく簡単で単純な内容と

代になったんだから，自らの

くれも無いだろう。

は，配布するレジュメの「埋

試しに載せてみた。あまり詳

を持ち帰って「満足」する不

つてのわたくし自身の経験を

したものだから，余白が多く

足

め

細

逞

振

て

どうも格好がつか

だかいつの間にか

本稿においては

るが，社会経済問

のかという事を，

いる。

ない。よって，「日々是乱読

レジュメの半分位を占める勢

，それをすこし修正のうえ再

題を学ぶ際，読書という営為

一人でも多くの学生に伝える

」と銘打ったコーナーが，な

いになってしまった。

録することにした。駄文では

が，いかに楽しくてかつ大切

ことができたらいいなと願っ

ん

あ

な

て

時には講義内容

係に，講義担当者

私の専門は中国

壹 なぜか北海道は北

と関係するかも知れないが，

が乱読している本やその他の

における電気の歴史である。

見枝幸から

基本的には教育や研究とは無

ことなどを紹介してみたい。

だからという訳でもないが，

関

伝

記も大好きだ。最

庫， 年）や，西

者の取材力に脱帽

で丁寧に発掘した

由に研究を放棄し

近読破した中では，角田房

木正明『其の逝く処を知らず

してしまう。歴史の陰に埋も

ものだ。本来は勤勉であるべ

た昨今，調査能力のイロハは

子『一死，大罪を謝す』（

』（集英社文庫， 年）などは，

れた人物を，よくもまあここ

き大学教員の多くが，多忙を

，むしろ作家に学ぶべきかも

文

著

ま

理

知

（ ）



乱読する

れない。吉村昭・澤地久枝

夏は中国２回，東京・横

新書を持ち歩くことが多か

毎日（ 年 月 年 月）（金

・城山三郎など，ぼくは大好

浜，そして北海道と飛び回っ

った。秦郁彦『旧制高校物語

丸）

きである。

ていたため，文庫本や

』（文春新書， 年）は，

現代日本の「学閥」問題を

真実』（同上， 年）は，脱亜

もっとも悪文であるのが玉

社学術文庫， 年）は，歴史

とどもに興味がある人は，

北海道大学での学会のつ

史関係の史料調査を行って

理解するための必読本。また

をめぐる「常識」的評価を

に瑕。また，黒羽清隆『太平

叙述が生き生きとした作品の

ぜひとも手にとって読んでほ

いでに，宗谷支庁枝幸町に出

きた。電気と中国人は，世界

，平山洋『福沢諭吉の

疑う手法がおもしろい。

洋戦争の歴史』（講談

再版であり，戦争のこ

しい。

かけて，近代中国科学

中どこにでも存在して

いるから，出張名目はいく

には中国語の貼紙があり，

辞典があったのでおどろい

百人の中国人が本当にいた

・ 年）を読み，「たぶん

時間，余青松など「北海道

には大感激。大量のコピー

らでも見つかる。余談ではあ

また雑貨屋兼用の本屋をのぞ

た。役場で聞いたら，牧畜と

。事前に下調べのため，『枝幸

ここにある！」との直感を得

隊日食観察報告」（『宇宙』

を持って帰宅したが，同町図

るが，同町のスーパー

いたら，ぶ厚い中国語

漁業の研修名目で，数

町史』上・下（同町，

た。札幌からバスで５

， 年）を発見した時

書館への町外からの取

材は，作家・吉村昭以来は

出』（新潮文庫， 年）を購い

た。

ウルトラ整理法とダイエ

を書いてみたい気もするが

じめてとのこと。早速に枝幸

一読したが，もう何処に置

ット法を発見して，いっぺん

……。

町を舞台とした『脱

いたかわからなくなっ

くらいはベストセラー

先週の週末（ ）から

は彦根。滋賀大学経済経営

貳 旅先での読書

日まで，やたらと移動が多

研究所における所蔵資料に対

かった。台風の土曜日

する「外部評価委員

（ ）



会」で終日過ごし

に関空経由で京都

とも，連休は実は

立命館経済学（ 巻特

，翌日の朝イチで空路福岡へ

入りし，夕刻まで京都ホテル

ゼミ生の結婚式連ちゃん。二

別号６）

。そして月曜のこれまた朝イ

・オークラで拘束される。も

組とも国際結婚だったから，

チ

っ

主

賓の緊張感はあっ

しながらゼミ生の

しかし，こんな

ホになるから，爆

行こうかと思った

でも，東京圏に負

次善の策か。

たものの場は楽しい。ビール

就職先候補を物色。これはご

「楽しげ」な日々の中でもス

発させない。今週こそ一青窈

ら，京滋では上映しておらん

けたのは確実や。手っ取り早

片手に会場をまわり，名刺交

っつい営業活動やで

トレスはたまる。爆発したら

ちゃんの「珈琲時光」でも観

。関西は文化でもなんでもか

く，旅先で本屋に飛び込むの

換

ア

に

ん

が，

彦根では，京町

年）の売れ残り発

に景観の由来など

に凝集されている

街で，外交官とし

戦秘史』（光人社文

に論及されていな

のひなびた書店で越沢明

見！ 自分らが関わる地域の

を考えると，理論では難しく

ような気もしてくる。日曜日

てのキャリアを誇る 歳の

庫， 年）を。しかしまあ，

いんだろうか？ 欧米中心世

『東京の都市計画』（岩波新書

来歴を知ることは楽しいし，

感じる多くの問題が，風景の

の福岡では，懐かしの天神地

老人・加瀬俊一『第二次世界

なんで極東や「大東亜」の戦

界観って，きっとこんな小さ

，

特

中

下

大

局

な

本にも反映されて

膳所駅裏の古本

ざ候』（中公文庫，

して後悔した。で

に，この伝記は衝

史』上・下（岩波

いるんだなと思う。

屋では，かつてウン千円で買

年）が 円で売っていた

も，「軍人」をカーキ色のス

撃的でっせ。最後に今週の

現代文庫， 年）。日本やアジ

った角田房子『いっさい夢に

ではないか！ 悔しいから購

テレオタイプで捉えがちな我

ベストは，広重徹『科学の社

アの近代を考える時，「制度化

ご

入

々

会

さ

れた○○」って概念，すごく有効だと思った。

（ ）



乱読する毎日（ 年 月 年 月）（金

參 神田はすごい！

丸）

神田の古本屋街を探して

が，高校生の頃であった。

てしまい，猿みたいになる

北杜夫『どくとるマンボウ

夫の作品はだいたい読破し

たけれど，そのうちに横須

，国電（現 ）山手線神田駅

恋愛でもギャンブルでも，覚

人も多い。私の記念すべき１

青春期』（中公文庫， 年）で

，しばらくはいろいろな文庫

賀や横浜の本屋ではもの足り

で下車してしまったの

えたての時期にハマっ

冊目は，中２で読んだ

あった。その後，北杜

本の乱読で片づいてい

ない気がして，ついに

神田遠征となった次第であ

しかし，神田の古本屋街

水や水道橋から近い。それ

内が表示されていたのに気

なぜか安心した。

軒くらいの本屋があつ

時代には週に２ ３回は冷

った。

は，神田駅からは相当離れて

を知らない人が多いらしく，

がついたのは，しばらくして

まっているから，ともかく

やかしに行ったかも知れない

いた。むしろ，お茶の

神田駅に古本屋街の案

からである。見た時に

壮観な街である。学生

。早稲田の古書街とあ

わせると，かなりの小遣い

けて週末は東京で会議があ

今年は，日本学術振興会な

いで何冊かレジに運んでい

５冊で 万を超えている…

ここまで浪費しておくも

やバイト代をぶち込んできた

ったから，当然時間をつくっ

どからたんまり研究費を貰っ

く。昔の敵を討ったようで嬉

…。悪い女よりも更に悪質な

，なお車中で読もうなどとい

はずだ。この所２週続

て神田・神保町へ行く。

てるから，値札を見な

しい。しかししかし，

遊びだよ……。

う言い訳をしながら，

先週も今週もまたまた買っ

天皇』（文春新書， 年）は，

争責任問題には曖昧な表現

年）などと併せて読んだ方

文庫， 年）は，謎の多い大

てしまいました 原武史・

まあまあ読みやすく面白い

だな。山田朗『大元帥昭和天

が良さそうだ。松本健一『大

物右翼理論家の評伝。「よし

保阪正康『対論 昭和

本であるが，やはり戦

皇』（新日本出版社，

川周明』（岩波現代学術

りん」読んで国士気取

（ ）



るアホには，平泉

作だとか，多くの

理由は自分でも

立命館経済学（ 巻特

澄『日本の悲劇と理想』（錦

評伝をしっかり読んで貰いた

わからないが，衝動的に『

別号６）

正社， 年）などの本格右翼の

いもんや……。

般若心経』（東方出版， 年）を

著

買

ってしまったその

いえば，神保町が

とかより，「ハ

日に中越大地震発生。今週の

舞台の一青窈主演「珈琲時

ナミズキ」や「大家」の方が

肆 新潟で「大三

新潟出張には持参しよう。そ

光」まだ観てない。三枝夕夏

よっぽどいいわ。

元」？

う

趣味はと聞かれ

趣味というよりは

ておられない。で

て済むという安堵

計にハマっている

先週は，震災で

開催された。現地

ると，旅行・読書と答えるよ

「仕事」であり，「気が向い

もたいへん無難な回答である

感も得られる。実はここ何年

のだ。

中止になるかも知れないなと

の実情もよく判らず，あまり

うにしているけれど，これら

たら」なんて流暢なことは言

。私の密かな道楽を知られな

かの間，筆記用具とカバンと

思っていた国際会議が，根性

ウロウロ出歩くなと妻からも

は

っ

く

時

で

き

つく命じられてい

生の墓参は中止し

がい本屋に顔を出

動物的嗅覚で大き

で企画しているシ

事業社， 年），西

たので，予定していた中国現

，新潟の中心部を散歩して会

す。別に挨拶しに行くわけで

な書店にたどり着くと，「ご

リーズを発見。荒井研一『

埜章『新潟の戦後補償』（同

代史研究の大先輩・古厩忠夫

議を待った。出張先では，た

はなく，散財するためである

当地モノ」本を探す。新潟大

「日本海」という呼称』（新潟

上， 年）を求める。２冊の本

先

い

。

学

日報

と

もに，コンパクト

でも，こうした知

核となる大学だけ

なにかを詳しく調

て，だいぶ紙袋の

であるが事実関係をキッチリ

識の社会に対する地道な還元

でなく，日本では地方史研究

べたいと思ったときなど，ほ

荷物が重くなったから，ここ

と調査・分析してる本だ。本

を見習えばと痛感した。地域

を支える人々の層が厚いので

んとうに助かる。他の本を含

で道楽の本領発揮！ 夢遊病

学

の

，

め

患

（ ）



乱読する

者のごとく足は鞄売り場に

後悔しながらホテルへ帰

かもわざわざ兵庫は「豊岡

毎日（ 年 月 年 月）（金

向かい，嗚呼「金丸うさぎ」

り，先程の鞄を愛でていたら

製」と書いてある。６年ほど

丸）

現象……。

，珍しく国産品だ。し

前，妻子と工房見学に

行き圓山川沿いを歩いた。

少しだけ良いことをしたよ

もうと菅野覚明『武士道の

などという思いこみが，実

膳所到着前，ターミナル

春文庫， 年）まで購うも，

ン 張れ！ 自室に隠れて

堤防決壊全市水没との報道に

うな気になってしまった。そ

逆襲』（講談社， 年）も購入

は近代の産物であったと知る

駅のキオスクで松本清張『神

いくら鞄に放り込んでもビク

レシートを整理していたら，

心を痛めていただけに，

の勢いか，帰路用に読

。「我国の伝統文化」

。

々の乱心』上・下（文

ともせん。豊岡カバ

飛び込んだ店はあの

「ダイエー」だったことを知

伍

千円札のデザインが変わ

ル賞有力候補にまで成り上

る。この「大三元」，はたし

野口英世博士に思う

った。清作坊主から英世に出

がった，髭の野口博士である

てツモか天和か？

世し，晩年にはノーベ

。新潟の街角で，「あ

の島より福島」といった笑

けられていたから，福島と

が，本当は大の道楽者でも

社文庫， 年）に接してから

いう歯学者に金銭的尻ぬぐ

た。たとえ 円といえど

えるコピーとともに，博士の

しては必死の売り込みなんだ

あったと知ったのは，渡辺淳

である。酒色浪費の極みを尽

いをしてもらう様は，ホンマ

も，皆がこの調子で出費・

肖像が街角に何枚も掛

ろう。立派な野口先生

一『遠き落日』（集英

くし，血脇守之助と

にびっくり仰天であっ

道楽を重ねたら，景気

もみるみる回復するはずや

思いこみは怖い。渡辺淳

例の『失楽園』を書いたス

した医師・医学博士である

研究成果の細菌学的再吟味

。

一というと，絶頂時に毒薬を

ケベ作家と思う節も多いかも

。清作の「テンボウ」の整形

などは，たいへん説得力があ

飲んで心中するという，

知れないが，れっきと

外科的考察や，英世の

った。しかし世の中で

（ ）



立命館経済学（ 巻特

図 「あの島より，福

別号６）

島」

出典 福島県知事直

は，こりゃあまり

最近でも北篤『正

世― 世紀に生き

供向けを含めたら

轄県政広報グループの「野口英世物

に書きすぎやと文句を言う人

伝 野口英世』（毎日新聞社，

る』（日本経済評論社， 年）

冊位になるだろう伝記を

語」

たちも 張っているようであ

年）や小暮葉満子等『野口

などの力作も生まれている。

，丹念に比較すれば立派な研

り，

英

子

究

になるだろう。

経済史を含め，

る。野口博士をめ

明『歴史家の仕事

勢いで同『日本と

歴史学は第三者による検証可

ぐる評価の移りかわりのこと

』（高文研， 年）に感銘し，

韓国・朝鮮の歴史』（同， 年

能性が最大の科学性の担保で

などを考えながら，先週は中

久々に赤線を引きながら読破

）も読む。私は朝鮮史を専門

あ

塚

。

に

（ ）



乱読する

していないので，この方面

き」隣国だ。後者は簡単な

『歴史学研究入門』（校倉書房

毎日（ 年 月 年 月）（金

の講義はしないようにしてい

本だから，乞御一読！ セニ

， 年）なんて， 年以上

丸）

るが，やはり「知るべ

ョボス・ラングロア

前に書かれた本なのに，

まだまだ強い生命力がある

「研究」と僭称する傾向があ

いつの日にか成敗したいと

そういえば博士にはまだ

で管を巻いてるのか？

。書いた端からゴミになるよ

るようだ。パソコンばかり並

思う。

対面していない。いまなお横

うな成果を，最近は

べた「図書館」同様，

浜あたりの酒場か遊郭

映画の本とか，馬鹿にし

い。先日テレビで，秋葉原

っている男の特番をみて，

て買い漁り読み倒す小生も

て，ハッとした。北野武の

陸 珍しく膳所で読書

て余り読んだことがなかった

で「メイド喫茶」や「美少女

情けないとか変態だとか嘆い

，その精神構造上は大差ない

フィルムが「芸術」であると

。過信や思いこみは怖

フィギュア」とかに狂

ていたら，本にハマっ

と配偶者から指摘され

いえば別に違和感はな

いだろうが，「コマネチ」と

化けするとは思ってもいな

今週の１冊目は，粉雪ま

香港映画を中心にまとめら

ど，こんな面白い本はない

たいしたもんや！ 文章が

かいう芸を演じていたビー

かったのだから，私の感性な

みれ『恋愛的中華電影明星誌

れた本である。途中まで読ん

と，しきりに家内が褒めるか

達意であるのみならず，映画

トたけしが，かくも大

んてたかが知れている。

』（集英社， 年）から。

で放って置いたんだけ

ら読み直した。こりゃ

を観たくなるような叙

述がいいわ。しかし，単な

理されており，ここらへん

せられた名著。この人が書

アカデミックだ。特にアジ

だと思う。

る娯楽作品というよりは，巻

がおもしろさの基礎にあるん

いた他の映画評論も，かなり

アの文化に興味がある人には

末にごついデータが整

やなと，なぜか納得さ

娯楽系だけど，程良く

，絶対にオススメの本
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年前の今頃

聞くと，歴史的時

露戦争』（読売新

立命館経済学（ 巻特

，わが国は日露戦争の渦中に

間の長さと早さが入り乱れ

聞東京本社， 年）は，この戦

別号６）

あった。国際デビュー 周年

て感じられる。『いま問われる

いを簡明にまとめたもので，

と

日

学

生には最適の

争論』（東信社，

って廃校させられ

なぜに立命館はあ

ち方面の学術活動

吉村昭『ポーツ

官の見直しを迫っ

円。矢吹晋『ポーツマスから

年）は，異色の国際人を描く

そうな横浜市立大学が刊行す

っち方面のパンフレットや何

の社会的公開にはあまり力を

マスの旗』（新潮文庫， 年

た労作。やはり時間をかけて

消された男―朝河貫一の日露

作品。ちなみに，アホ市長に

る学術シリーズ一般向けの１

かには大枚をはたくけど，こ

入れないのか？

）は，「売国奴」と罵られた外

書いている本である。早稲田

戦

よ

冊。

っ

交

や

慶應・同志社は，

いままさにその途

雄・東郷平八郎を

が，焦りすぎて失

かくも急ぐか，ほ

年以上を費やし名門校に

上にある。伝統に引きずら

現人神視した結果たる軍艦至

敗した経験は，凡人になら誰

んとうに謎である。

なっていった。わが立命館も

れる恐ろしさは，日露戦争の

上主義の破綻等に象徴されよ

にでもあるはずだろう。何故

，

英

う

に

自分の仕事や遊

としても，疲労に

い第三者の怠慢，

ない不愉快な悔し

疲れ果ててもまだま

び，あるいは子供たちとの付

は不思議な心地よさが残る。

あるいは嘘によって振り回さ

さだけを感じるのは，決して

だ読むぞ！

き合いなどでへとへとになっ

それが，自分とは全く関係の

れたりした場合，どうしよう

わたくしだけではないだろう

た

無

も

。

しかし，なんでだ

てしまい，愚痴を

京して調査をおこ

したがって今週

潮新書， 年）は

か判らないけれど，先々週の

こぼしたり，書類上の記載事

なうなど，散々な日々が続い

は，軽めの本に遊びを求め

，デザインやスタンプだけで

初め頃から，そんなことが続

項を確認するためにわざわざ

ていたのであった。

た。内藤陽介『戦争と切手』

なく，使われた封書の中に歴

い

上

（新

史
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乱読する

の細部を描こうとするもの

部』（日本僑報社， 年）があ

レクションを紹介する内容

毎日（ 年 月 年 月）（金

で，気楽に読めた。同じよう

り，コレクターが集めた日

だ。

丸）

な本に，『沈黙の語り

中戦争関係の様々なコ

読み進んでいくうちに，

『発見』はあるのだろうか？

もう」というが，細部を勘

である小谷賢『イギリスの

い作業を通じて，「なるほど

勢いついでに吉村昭『陸奥

いていた。

ふと考えた。「確かに面白い

」と。「クリオの神（歴史の

違いしているのではないかと

情報外交』（ 新書， 年）

！」と人を唸らす発見をし

爆沈』（新潮文庫， 年）もポ

……。しかしそこに

神様）は細部に宿りた

……。立命館の卒業生

などの方が，辛気くさ

ているように感じた。

ケットに入れて持ち歩

健康診断でたっぷり説教

文 春秋の『諸君！』から

なんとも不思議な時代だ。

捌

までされてしまった日，余計

突然の原稿依頼。右翼雑誌が

立命館ゆかりの本たち

に落ち込んでいたら，

左翼を探しにくるとは，

立命館にゆかりがある本

『武士道の系譜』（中公文庫，

が，立命館大学辞職直後に

るが，学生運動最中の 囲

文学者たる高橋和己らとと

が生まれる遙か以前の，も

を，たまたま何冊か続けざま

年復刻）は，日本近世史研

執筆した一冊の復刻。文庫本

気を，学術研究を通じて見事

もに，なぜ筆者が立命館を辞

しかしたらお父さんとお母さ

に読んだ。奈良本辰也

究者として名高い筆者

のくせに 円もす

に伝えている。名高い

職したのか？ 君たち

んもまだ知り合ってい

ないような時代ではあるが

のカルチェ・ラタンで学生

時代は，皮肉なことに今日

明日 月８日は，「大東亜

日」と定められていたとい

，一寸のぞいてみたらいかが

が，中国では文化大革命で「

におけるネオコン跋扈の生み

戦争」開戦の日。戦時中に毎

う。梅田地下街の古書店で技

？ 世界史的にもパリ

紅衛兵」が大暴れした

の親なのかも知れない。

月８日は，「興亜奉公

術院『大東亜棉作試験
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要覧』（霞ヶ関書店

京で出版されてい

か？ とても不思

立命館経済学（ 巻特

， 年）を見つけた。奥付を

る。まさに東京大空襲の当日

議だ。

別号６）

見ると，昭和 年３月 日に

じゃないか！ なんで残った

東

の

先の世界的若者

自己批判なしに，

はびこる無思想的

『「きけわだつみの

アムの「わだつみ

示唆する作品だろ

的必然か？

騒動と同じく，多くの当事者

戦後は右から左へと 度転

風潮を生み出したのかもしれ

声」の戦後史』（文春文庫，

の像」なども随所に登場し，

う。わが学園の右へ回れ（あ

たちが，戦前の全ての事象へ

換したことが，やはり新世紀

ないななどと考える。保阪正

年）は，わが国際平和ミュー

教条主義的民主主義のもろさ

るいは右往左派）は，やはり歴

の

に

康

ジ

を

史

とはいえ，かの

うな時代ではない

ハザードの大群が

高島俊男『中国の

的常識なんだろう

道徳知らずな若者

にはなってない。

中華人民共和国の「人民民主

。赤い成果主義は，確実に人

，平成不況にあえぐわが国の

大盗賊・完全版』（講談社現

。隣国からわが国に「出 ぎ

連中を見て嘆く……。かとい

金完燮『親日派のための弁

主義」を称えることができる

々の道徳を低下させ，モラル

権益と安全を脅かす。やはり

代新書， 年）的な見方が，一

」に来ている風体の，あまり

って，日本だって褒められた

明』（扶桑社文庫， 年）なんて

よ

・

，

般

に

国

，

明らかに片面的観

橘川武郎『松永

察のみ。これみて喜んでいた

玖 わが「研究」のた

安左エ門』（ミネルヴァ書房，

ら，たぶん怪我するわ。

めの読書

年）を読んだ。「電力の鬼」と

呼ばれた電力国家

んかを研究してい

帽状態だから，何

心がけている。

夜中の３時近く

管理にトコトン反対した経営

る立場にいると，日本史の実

かを学び取れるのではないか

になって，もうやめにして布

者の評伝である。中国経済史

証水準・理論的精緻にいつも

と思い，普段からの情報収集

団に行こうかなと思った瞬間

な

脱

を

，
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乱読する

「アレ？」という名前が目の

の９月，資料調査のために

を継承している大連市図書

毎日（ 年 月 年 月）（金

中に飛び込んできた。「石川

何回か中国大陸に出向いたが

館において，石川さんが書い

丸）

芳次郎」である。今年

，旧満鉄図書館の蔵書

た「支 事変」直後の

華中電力復興草案を，デジ

と直感し，あれこれと調べ

まず，アクロス２階・図

かの人名辞典で戦前の記録

しをつけ，今度は６階にあ

（同社， 年）を借り，彼が

帰宅後，関連した図書が，

カメで撮影してあったので，

てみた。

書館の参考図書コーナーに行

を探す。京都電灯株式会社の

る社史コーナーで，『京都電

「中支電業組合」に関係して

京大付属図書館や同志社にあ

同一人物かも知れない

き，復刻されたいくつ

副社長でないかと見通

灯株式会社五十年史』

いたなとの確証を得る。

ることをネットで検索

し， 枚くらい複写をとっ

戦後は京福電車の社長を

府立総合資料館にも，関連

り分厚い「石川芳次郎ファ

サイトで発見した彼の著作

前期の雑誌の分もあわせる

と眺めていたら，ごくごく

てきた。

つとめ，また京都市名誉市民

した資料があるようで，「発

イル」ができあがった。まも

や，京大図書館地下２階で埃

と，かなりの分量になるだろ

当たり前のことに気づいて，

にも選出されている。

見」から数日で，かな

なく到着する古本屋の

まみれになっている戦

う。これらをパラパラ

ハッとした。戦時中の

日本は，電力国家管理の議

実験あるいは焼き直ししよ

しかし，数冊の本は東京

うな。後先も考えずに……

ても，足で名作は書けると

礼』（文春文庫， 年）を読み

論や経験を中国占領地（後に

うとしただけではなかったの

に行かないと見られない。だ

。この何年間か，こんな生活

信じて。朝から京都で疲れた

，勇気が湧いてきた。

対日協力政権支配地）で

か，と……。

から飛んでいくんだろ

の連続だわ。頭が悪く

帰路，吉村昭『海の祭

頁を超える文庫本を読

拾 ある「疑念」

破した。速読気味の私ではあるが，今回は３日ほ

（ ）



ど費やしてしまっ

年）である。

この人は，

立命館経済学（ 巻特

た。保阪正康『昭和史 忘れ

年生まれ。同志社の文学部を

別号６）

得ぬ証言者たち』（講談社文

出て，出版社などに勤務した

庫，

後，

現代史モノの作家

て，この 年近く

を実施したと表明

が現れており，読

部あたりで教員な

しまう。

この数字をわり

として，玉石混淆ではあるが

の間に，のべ 人，実数

している。確かに，数多くの

んでいて楽しいことには異論

んて勤めていると，こういっ

算すると，１年の間に約

量産タイプの作家である。そ

では 人に「聞き取り調査

作品には，縦横無尽な人間観

がない。しかしである，経済

た数字に，まずは疑念を抱い

人にインタビューした計算に

し

」

察

学

て

な

る。１年はだいた

材しなければなら

準備の時間などを

のために費やした

ために，かなりの

もうこれ以上の

がら原稿執筆の時

い 日だから， 日に１

ない。全員が東京に住んでい

考えると，保阪さんはこの

ことになるのではないか？

時間は割いている……

発言は控えよう。一連の作業

間は無くなる。第三者による

人のペースで概ね週に２人を

るはずでもなく，移動の日数

年の人生を，ほぼ「聞き取り

げんに小生も，週２日の講義

を全て１人で行ったら，当然

支援や代替は，必至であった

取

や

」

の

な

だ

ろう。これを行っ

には，複雑なカラ

どうも目がおか

年新版）は，大

ては無難なんだろ

いもんやで

たら，学者としては失格にな

クリがある。

しい。老眼なのだろうか？

きい活字だから助かる。これ

う。諸君にも「本物」をみき

ってしまう……。面白さの背

吉村昭『関東大震災』（文春

くらいの執筆ペースが作家と

わめる眼力を獲得してもらい

後

文庫，

し

た

年末年始，原

拾壹 大晦日のわる

稿書きの仕事のペースを読

あがき

み間違えて，大晦日も元旦も，

（ ）



乱読する

の図書館に来てしまっ

じように仕事ができるから

ダーにつけた懐中電灯も，

毎日（ 年 月 年 月）（金

た。まあ，鍵を開けて入れ

いいけれど，なんと電気がつ

役には立つけれど，泥棒さん

丸）

ば，事実上は平日と同

かなかった。キーホル

のような気分にもなる

から，あまりいい気持ちは

研究推進課にいるお嬢さ

ニコニコしながら「キッチ

かいうサラ金の副業も可能

らせる私に非があるのは明

昨年来，偶然いくつかの

済経営研究所・中国の大連

しない。

んたちが，実はぼくらの原稿

リ出してください」とか言わ

ではないかという気もしてく

白。

史料を発掘した。東大経済学

市図書館と，その所蔵先はバ

を取立てる仕事を担当。

れると，《立富士》と

る。しかししかし，遅

部図書館・滋賀大学経

ラバラであるが，何れ

も「支 事変」勃発直後の

す貴重な文書であった。今

ていたのだが，京都府立総

株式会社五十年史追補』（石

クリスマス直前。京大にも

きらめていたら，なんと精

書を取り寄せられると聞き

上海・江蘇における電力産業

回は，これを素材に論文を書

合資料館で借りたパンフレッ

川事務所， 年）という書籍

同志社にも無く，堅いのは国

華町に関西館が開かれており

，イブの頃に寒風吹きすさぶ

と日本との関わりを示

いてみようかと作業し

トの中で，『京都電灯

の存在を知ったのが，

会図書館だけだからあ

，３日で東京本館の図

遠路はるばる借りに言

った。

日本の，しかもマイナー

ないかという直感が見事的

なりの事が明らかになった

んだろうな……。わが直感

生退職記念論文集に掲載さ

な社史であるけれども，何か

中！「中支電業組合」という

。きっとこれで安心し，年末

の正確さを証明する論文，『

れるので，まあ読んでみてく

手がかりがあるのでは

謎の団体について，か

の執筆速度が低下した

立命館経済学』高木先

ださい。しかしこの

「勘」が，馬だとか釘目など

るんではないかと思うのは

に応用できたら，梁山泊も

，ちょい悪のりが過ぎたよう

顔負けの，業師になれ

だ。
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立命館経済学（ 巻特

拾貳 最終回もわる

別号６）

あがき

最初の頃は，毎

「埋め草」にでも

りが過ぎて，今回

かなり遅い帰宅に

をつけたら阪神淡

門事件で失脚した

回の講義で使うキーワード

しようかと思って書いた乱読

が最終回。台湾から訪日して

なったから，もうやめにしよ

路大震災 周年のニュースと

趙紫陽の 去を知らせる報道

と思考問題を書いたプリント

日記であったけれど，３ヶ月

いる旧知の先生方と食事をし

うかなと思ったけれど，テレ

，かつての中国指導者で，天

があり，時の流れの速さを感

の

余

て，

ビ

安

じ

てしまった。立命

申し込んだが，震

を探しに来たこと

なりの後ろめたさ

その後，西京区・

家族とともに，書

義」とか，学問の

館への赴任が決まって早々，

災のため全てキャンセルされ

，友人とともに神戸へ出向き

を感じてしまったことなどが

台北・別府・膳所と慌ただし

籍はいつも身の回りで散乱

「楽しさ」などを，必死に伝

近隣の公団住宅などへの入居

たこと，あわてて京都へ住ま

，その想像を絶する惨状に，

，走馬燈のように思い出され

く生活の場は変化したけれど

していた。だから，読書の

える事は，講義の最終日でも

を

い

か

た。

も，

「意

続

けてみたいと考え

正月前後もひき

日も元旦も，

で少しのんびりし

お世話になった。

は，年越しの一冊

たのである。

続き原稿書きに追われ，年末

の図書館で過ごすとは，な

た後，ゼミ旅行で別府へ。移

川島高峰『流言・投書の太平

。公式の記録には出てこない

の帰省は果たせなかった。大

んとも情けない。横浜・横須

動が多かったから，小型の本

洋戦争』（講談社学術文庫，

庶民次元における「戦争認識

晦

賀

の

年）

」

の分析は，とりあ

起居する我々にと

継続を理想とする

考えるとき，「戦

弱であったかを考

えずは平和な空間（決して「

って，様々な示唆を与えてく

立場にあるが，現実として世

争」論や「軍事学」に対して

えることもある。年明けにな

平和な時代」ではないけれども）

れる。ぼく自身，恒久的平和

界各地で多発する戦争・紛争

，我々が受けた教育が如何に

って一読した，潮匡人『常識

に

の

を

薄

と

（ ）



乱読する

しての軍事学』（中公新書ラ

けれど，コンパクトにまと

学教員というのも珍しい。

毎日（ 年 月 年 月）（金

クレ， 年）は，考え方はわた

まった情報は伝えてくれる。

まあ，情報は読み手の受け止

丸）

くしとは全然異なる

元・三等空佐出身の大

める能力によって，毒

にも薬にもなるんやなと実

では，その「能力」とは

可能かも知れないが，日常

力」につながるのではなか

に信じるのではなく，資料

いわゆる「行間を読む」訓

きるようなタイプの人間に

感した一冊だった。

なにか？ 国語力とか論理性

生活社会生活全般を鑑みると

ろうか。情報過多の現在，与

の背後にある書き手の立場，

練を重ねれば，たぶん他人か

はならないと思う。いまの大

とかで説明することも

，もっと広い「生きる

えられた資料を全面的

時代性，利害関係など，

ら言われるがままに生

学においては，そうい

った「知恵」を伝授するこ

年末年始に往生して書い

業の調査と復旧計画」は，

６号（高木先生退職記念論文

「批判的」に読み解くのか，

があったと思って，配布さ

て。

とが大切なのではないかと考

た拙稿「『支 事変』直後，

まもなく出版される『立命館

集）に掲載されるが，「情報

強く意識して書いた作品で

れる雑誌を読んで下さいな。

えている。

日本による華中電力産

経済学』第 巻第５

」をどのようにして

ある。まあ，何かの縁

最終回のトリは宣伝に

以上，集めてみるとそれ

る。それとともに「日頃か

お わ り に

なりの分量になったから，わ

らの積み重ね」という，昔か

たくし自身も驚いてい

ら良く聞かされた，頭

では理解していたつもりな

の偉大さを，はじめて知ら

なお，昨今の経済的な状

「文庫」や「新書」という，

わたくしはプロであるから

んだけど，これまでなかなか

された作業になった。

況を鑑み，この文章の中でと

比較的安価で購入できる書籍

，値段に構わず「乱読」して

実行できなかった習慣

りあげた本の大部分は，

にしておいた。無論，

仕事を進めている。し

（ ）



かし， 円も

例を，是非とも知

立命館経済学（ 巻特

しない図書の中で，こうした

っていただきたいと願い，筆

別号６）

知的冒険ができるんだという

を擱く。

実

本文中では，ど

うした読書の蓄積

中心となってしま

講義に参加する際

学習参考文献紹

ちらかというとわたくしの趣

が，生きる力の源泉であると

った感がある。ここでは，補

に参考となるような書物につ

介

味の世界――とはいっても，

は信じている――の文献紹介

足的ではあるが筆者が担当す

いて，いくつかを簡単に紹介

こ

が

る

し

たい。

まずは，日本の

らい出版されてい

書籍ではなくかな

っている。

黒羽清隆著

近代について知るための本か

るが，読んでいて楽しい本を

りの分量があるけれども，ど

・池ヶ谷真仁編『日米開戦

ら。通史などは数え切れない

中心に紹介する。いずれも薄

れか１冊は読破してほしいと

・破局への道――「木戸幸一

く

い

願

日

記」（ 年

著者の没後

在は愛知県の

を素材に編集

料である「木

感を持って語

秋）を読む』（明石書店， 年

， 年を経てから出版された

豊川高等学校の先生である編

した本であるけれど，ともか

戸日記」をネタに，戦争へと

られる。一度で良いから，こ

）

書き下ろし。教え子であり，

者が，講義ノートや録音テー

くおもしろい。日本史の一級

ひた走るわが国の状況が，臨

んな講義をしてみたい。

現

プ

史

場

秦郁彦『昭

筆者とわた

う。しかしな

は，なぜだか

和史の謎を追う』上・下（文

くしは，おそらく世界観や歴

がら，「これでもか！これで

大変に共感を覚える。大部の

春文庫， 年）

史観にかなりの相違があると

もか！」と実証に徹する姿勢

本であるが，一般読者を対象

思

に

に

（ ）



乱読する

書かれた作品であるか

はないだろうか。この

を持つであろうが，サ

毎日（ 年 月 年 月）（金

ら，学部１回生でも案外と楽

人が作成した工具書は，確実

ラッと書いたこの本も，ぼく

丸）

しみながら読めるので

に 年単位の生命力

はかなりの生命力があ

るような気がしている

三省堂百科辞書編集

年）

年の日中戦争開

年前の日本において，

は，近代の意味を考え

。

部編『婦人家庭百科辞典』上

戦直前に発行された家庭向け

どのような「知」が求められ

る際にも，たいへん大きな示

・下（ちくま学芸文庫，

百科事典の復刻版。

ていたのかを知ること

唆を与えてくれるだろ

う。特に対象が「婦人

も，女性の社会進出（

化を余儀なくされた）の

する上でも，読んでい

つぎに，中国近代を知る

ら，当然列挙しだしたらき

」であるということは，戦争

これは，後に成年男性が「徴兵」

息吹が感じ取れるだろう。歴

て楽しい辞典である。

ための本。この項目はわたく

りがない。したがって，現在

という暗い時代の中に

されたことにより，本格

史の多様な側面を認識

しの専門分野であるか

でも入手可能な図書に

しぼり，なおかつ時間を割

カール＝クロウ著・

ジャーナリストが見た

日本人はどうも，前

あるようだ。最近の『

いて読む価値があると判断し

山腰敏寛訳『モルモットをや

中華民国の建設』（東方書店，

近代からすでに中国に対して

文 春秋』や『産経新聞』系

たものを紹介したい

めた中国人――米国人

年）

特殊な「思い入れ」が

の対中国批判を読んで

いても，もしかしたら

本当は気になって好き

別に民主的な国家・社

維持にやっきになって

うでも良いのではない

ボロクソいっている論者たち

でたまらないのではないか？

会体制でなくても，中共が実

いたとしても，余所の国の内

かと思うのはわたくしだけだ

は，実は中国のことが

などと考えてしまう。

質的な一党独裁体制の

政問題なんだから，ど

ろうか？ この本は，

（ ）



「思い入れ」

を観察した作

とても勤勉な

立命館経済学（ 巻特

の多い日本の観察者とは異な

品で， 年代前後の 囲気

高等学校世界史担当の先生で

別号６）

った視点から，中国の同時代

が程良く伝わってくる。訳者

あり，恐らくは高校生でも読

史

は

め

る翻訳をここ

胡風著・南

言』（論創社，

年代後

くの若者が命

あったから，

ろがけたのではないかと思う

雲智監訳『胡風回想録――

年）

半から 年代の前半，日本

を落とした。本来ならば，そ

その後に与えた負の影響は膨

。

隠蔽された中国現代文学史の

が発動した侵略戦争の結果，

の後の歴史を創造すべき人々

大である。日本の場合も，い

証

多

で

わ

ゆる「わだつ

昭和史の後半

国の場合，戦

多くの人々が

よい人々はこ

きるための方

枢のナンバー

み」世代の戦死者がもしも戦

はもう少し異なった展開を示

争終了後さらに中共政権成立

その犠牲となった。逆にいう

うした災難から脱出するこ

便」で屈服を余儀なくされた

２であり続けた周恩来など，

後も健在であったとしたなら

したかと思われる。ところが

後も，血なまぐさい争乱が続

と，権力に対して卑屈で要領

とができたのであろうから，

庶民はさておいて，常に権力

わたくしは嫌いである。反面

ば，

中

き，

が

「生

中

，

この本の作者

残酷な末路し

に，現代中国

市古宙三

もともとは

である胡風のように，節操を

か用意されていなかった。気

が失った可能性を知る上でも

『中国の近代』（河出文庫，

文化大革命の最中の 年代

貫いたインテリには，きわめ

骨の文学者の回想であるとと

，有意義な書籍だと思う。

年）

後半に書かれた通史。しかし

て

も

，

文革支持派・

ることなくこ

も，その鋭い

もない１冊の

である。中国

反文革派とも一線を画してい

の本を書き上げた。 世紀に

洞察力と，また分析の的確さ

概説書なんだけれど，学部学

の社会主義は挫折し，現在

た著者は，あえて時流に便乗

なった現在において読み返し

には脱帽してしまう。何の変

生に対して一番お薦めの入門

は実質的な資本主義体制（し

す

て

哲

書

かし

（ ）



乱読する

ながら，共産党独裁下にお

上でも初めての社会主義政

た現状についても，筆

毎日（ 年 月 年 月）（金

いて開発を猛烈に進めるという

党による上からの資本主義創出

者は行間において見事に予告

丸）

意味においては，世界史

過程）である。こうし

している。物事の根元

をみつめることは，一

してどれほどの経済学

し得たのであろうか？

図書でもある。

さらなる文献の紹介を行

かろうか。そして，ここに

見すると無駄な作業のように

者・政治学者が，かくも見事

歴史学の「強さ」と「した

っても，たぶんあなた方は食

あげた研究と比較したら，ま

思われがちだが，はた

なる近未来の展望をな

たかさ」を雄弁に語る

傷気味となるのではな

だまだ未熟で発展途上

の水準に低迷しているが，

ちが大学生の頃には，その

教室へ向かうのが常識であ

た律儀な行動をする人がめ

わたくしがこれまで書い

ージの研究者データベース

館で入手が可能である。「東

ある科目を履修しようとする

科目を担当する教員が書いた

った。いまでは，大学院生に

っきり減少してきたことは，

た共著・論文などについては

ですべて公開しており，また

アジア社会経済史」をはじ

場合には，わたくした

本や論文を読んでから，

おいてすら，そういっ

あまりに嘆かわしい。

，立命館大学ホームペ

大半の作品は本学図書

めとする各担当科目を

選択する諸君は，ぜひとも

学習参考文献の紹介であっ

その幾つかは事前に目を通し

た。

ていただきたい。以上，

（ ）


